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“防災キッズ”を育てる

U-15のための防災ワークショップ



大人にも、子どもにも

災害は平等にやってくる

REUTERS/Toru Hanai



親と一緒
とは限らない

誰かと一緒
とは限らない

誰かが
助けてくれる

とは限らない

災害発生！

一瞬の行動が生死を分けるかもしれない！



だから

子どもに

もっと

防災のチカラを

身につけてほしい！



U-15のための
防災ワークショップは

子どもの
関心・理解度に応じた
“３つの入口”を用意

①防災の基礎知識＋実践力を培う

②災害時の食を考えるクッキング

③防災のプロから学ぶ･共に考える

防災教育 アクティブラーニング キャリア教育＋ ＋



U-15のための
防災ワークショップは

子どもの
リアルなつながりを
防災につなげます

子ども
大人

社会

小学生100人に1人を防災の発信者に！

累計514名 ⇒ 目標 1,140名（市立校児童11.4万）



U-15のための防災ワークショップ 5つの要素

知る

やって
みる

考える

伝える

学ぶ



子どもは、

地域にいる時間が長い

地域をよく知っている

リアルでつながる友達が多い

柔軟な考え、新しいアイデアがある

こどもだからできる防災がある！



子どもの視点と

発信力で

未来の防災を担う

人材を育てます！



ご清聴ありがとうございました。


